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結果、市内のベンチャー企業数は 2006 年の 173 社
から 2012年には 1,899 社まで増加を続けた。一方、
2012 年のベンチャー企業の産業分野構成をみると、




































ると、同年 8 月中旬までの利用者は、それぞれ 600
人と 4,000人に上る等そのニーズが高まっている。
　佂山広域市の2015年主要業務計画によると、現在








提示している。また、同市は 2015 年 3 月に、「TNT
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